
9 月 例 会 開 催 ～会社の「当たり前」を破壊し、
　　　　　　 新たな価値を創り出す～

　中央会野球部のキャプテンを務めさせていただいている永井です。
　我々中央会野球部は高塚監督の指揮のもと部員20名で中海テレビ杯優勝を目指し、厳し
い自主練習を積み重ねています。若く能力に優るチームにも勝てるよう、野球の技術だけでな
く、精神面、人間力を鍛えるため、中央会活動にも積極的に取り組んでいます。
　先日、野球部の新OB3名（竹ノ内OB、西田OB、松田OB）の送出し会を開催しました。あい
にく雨のため、湊山球場で予定していた試合は中止になりましたが、懇親会はOB会員15名に
も参加いただき盛大に開催されました。脈々と受け継がれる伝統の中央会野球部の絆を改め
て感じました。

　昨年の中海テレビ杯では準決勝まで勝ち進み、優勝チームをあと一歩のところまで追い詰めました。その成績を超
えられるよう山根壮会員、田本真大会員、豊嶋翔矢会員の3名の新入会員を迎えております。今年は全員野球で勝
ち進みたいと思いますので応援よろしくお願いします。
※新型コロナウイルスのため、今年の中海テレビ杯は中止となりましたが、来年に向けて精一杯活動してまいります。
野球部部員を紹介させていただきます。●監督／高塚康治　●主将／永井拓未　●副主将／山内正樹　●事務局／安藤睦男、徳中大慈　●部員／山口尚文、
野口浩一、福本隆史、今川圭一、渡邉公平、内田隆嗣、繁浪誠治、景山慎也、新井翔太、金山  勝、坂本  剛、高見秀幸●新入部員／田本真大、豊嶋翔矢、山根　壮
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【独占インタビューＱ＆Ａ】
●出会いのきっかけは？交際スタートはいつですか？

きっかけ：７年前の高校の同窓会（らしい）　交際期間：７か月
●第一印象はどうでしたか？

竹谷さん：記憶にない(笑)　奥様：冷たくて神経質そう
●お相手の好きなところはどこですか？

竹谷さん：意見をはっきり言ってくれるところ　奥様：おおらかなところ
●相手に直して欲しいところは？

竹谷さん：な、ない・・・。　奥様：早く寝てほしい
●結婚しようと思ったきっかけは？

竹谷さん：逃げ恥をみて、結婚もいいか、と思ったので。ガッキー＆星野源さんありがとう☆
奥様：体調を崩した
●どんな家庭にしたい？

竹谷さん：何でも言いあえる家庭　奥様：会話が多い家庭
●10年後はどうなっていたい？

竹谷さん：今のように気楽に暮らしたい
奥様：月１ペースで宝塚（劇場）に行きたい　

竹谷会員が2020年6月20日にめでたくご入籍されました！
今回は本誌独占インタビューに成功！末永くお幸せに……♡
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【竹谷会員より今後の抱負をいただきました】
　残り１年を切った中央会生活ですが、入会して以来、先輩・OBの
皆さんを始め、会員の皆さんに教わってきたことを、後輩や会歴の
浅い会員に少しでも伝えられたらと思います。また、会員数の少な
くなった今、今後の会員拡大に繋げるためにも、内向きになりがち
な会員の目線を外部に向け、中央会そのものの露出を増やすお手
伝いをするのを、会への最後のご奉公（「青年中央会って何？」って
いう感じの一般市民が世の大半である、という自覚の無い会員が
多いので）にするつもりです。それにしても、中央会生活も丸１４年
目を過ぎ、自分でも、まさか自分が現役中に結婚するとは思ってい
ませんでした（爆）が、夫婦ともども、今後も引き続きよろしくお願
いします。

　令和2年9月15
日、米子市観光セ
ンターにて令和2
年度9月例会が開
催された。冒頭の
高塚会長の挨拶
では、コロナ警報
の影響で縮小開
催となった例会へ

の思いの他、トライアスロンへのボランティ
ア参加への御礼の言葉を述べられた。また
初めての試みであるリモートでの講師講演
と例会参加を成功
させ中央会の新た
な一歩となるよう
にと述べられた。
　続いて新入会員
の石井道治会員へ
のバッジ授与が行
われ、自己紹介と今
後に向けた抱負が
語られた。
　そして地域の宝委員会の中西委員長によ
る委員長タイムがあり、不慮の事故がきっか

けで出会ったプラ
モデル製作につい
ての手順や、注意
点などの説明が
あった。例えば
「フェラーリを赤く
塗装する必要がな
い」といったように

製作の過程に答えは無く、自分自身の好き
なように製作できる事や、時間をかけて制作
した作品に対しては、愛着を感じられる事な
どの魅力があると伝えられた。

　例会のメインであるzoomを使用したリ
モート講演会では、初めにビジネスメディア
委員会柏木委員長より講演会テーマ「会社
の当たり前を破壊し、独自性の高い新規事
業を作り出す」を基にした趣旨説明と、日々、
新規事業創出に取り
組まれている㈱ホワ
イトの吉田航也氏の
紹介が行われた。
　続いて本編では講
師より新規事業創出
のコンサルティング
を日々取り組まれる

中で、組織の中での課題とその突破方法を
お伝えいただいた。
　前半では製品を製作し差別化をする時代
から、情報が価値の中心になるという時代
の変化、それに対応したビジネスの形態の
変化が伝えられた。まさにzoomなどイン
ターネットを介したコミュニケーションの利
用が各業界で進み、顧客に対しての価値観
の提供が既存の形から破壊され、新たな価
値観へ変化しているという内容。そして後半
では、新規事業開発を担っていくリーダーが
何を考えていかなければならないのか、「計
画を立てて確実に実行しようとする」「失敗
するのは優秀な人材がいないから」「新規事
業が成功す
るかどうか
決定権者が
的確に判断
しなければ
ならない」と
いう３つの誤
解をどのように解消して新規事業を創出し
ていくか、という内容であった。
　最後は恵比木副会長より講師への謝辞で
締めくくられた。顧客の目的を見極めた上で
提供手段の当たり前を疑い、新しい価値を
創造していく事。その為に中小企業らしい意
思決定の速さと柔軟性をもって新規事業に
挑戦していくことが必要だと述べられ、今後
新たな価値観が生まれる期待を感じる例会
となった。

　令和2年10月1日（木）米子市公会堂　集会室6・7にて10月
役員会が開催されました。議題は以下の通りです。
・9月例会報告の件
・鳥取県中小企業青年中央会の件
・10月例会開催の審議
・新入会員オリエンテーションの審議
・11月例会開催の協議
※なお、詳細については各委員長までご確認ください。

10月役員会報告

石井　道治
（ かばはうすホールディングス(株)　米子駅前店　副店長 ）

永井拓未（ 株式会社クラム　代表取締役 ）

　ちょっと待った！現役ナン
バーワンの「クッキングパパ」で
す。職業柄、日々お客様に料理
を作り提供しております。そん
な私がご紹介しますのは、鳥取
県民はイカが好きという事もあ
り「居酒屋風いかめし」です。一
般的な「いかめし」はもち米を用
いて煮付けて作りますが、私が

ご紹介する「いかめし」はもち米を使いませんし煮付けもしません
（笑）。先ず白いかのゲソ等を取り綺麗にします。次に当社で大人
気の商品！当社秘伝のタレを使用した玉子かけご飯にゲソを細切
れにしイカ墨も少々混ぜ合わせます。白いかに詰めて串を打ち塞
ぎます。炭火でじっくり焼き上げ、甘味タレを付けて更に焼き上げ
ます。切り分けてお皿に盛り付け完成です。想像するだけでヨダ
レがでます。
　私は料理が好きで家で作ります。家族に試食してもらい、お店
でオススメメニューになったりします。美味しい料理を食べると
皆が笑顔になります。料理って本当にいいものですよ！

編集後記
　ホテルでも、9月例会で行ったZoom講演会のような形が急
増しています。
　今までは“当たり前”だったことが「前は講師にわざわざ来て
もらっていたよね」なんていう当たり前じゃなくなる日もくる
んでしょうね。

（ビジネスメディア委員会　石井）

◆鳥取県西部中小企業青年中央会　会 長 高塚康治　◆編集責任者／担当 副会長 恵比木　健　◆制作・編集 第46期ビジネスメディア委員会／委員長 柏木克仁
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 （記事：狩野）
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第46期 会長　高塚　康治
　会長連載2回目、今回は「緊張」というテーマでお送りいたしま
す。緊張することはいいことですか？悪いことですか？私は以前ス
ポ少の指導者をしていましたが、子どもたちに「緊張するな」とは
言いませんでした。だって大事な試合前、そりゃあ緊張しますよ
ね。逆に緊張してもいいんだよと伝えていました。程よい緊張感の
おかげでいい結果がついてきた、なんて経験をお持ちの方は多
いと思います。
　当会の会長を受けさせていただき、一番の緊張する場、総会
懇親会での会長挨拶がなくなり、気が付いてみるといまだに会員
の皆さんの前で会長挨拶をしていないことに気がつきました。10
月例会はできるといいなと思いながら、緊張している私の顔もどう
ぞお楽しみください。

広報委員会　柏木　克仁委員長（有限会社育成　専務取締役）

　第46期ビジネスメディア委員会が担当する例会が開催3日前に鳥取県コロナ警報の発令により、当会の事業開
催ガイドラインに沿って縮小開催となりました。縮小開催により当会初となる会員がzoomによるリモート参加す
る例会となりましたが、多くの会員の皆様に参加いただく例会になりました。本例会では、自社の当たり前を破壊し
新規事業を創り出す手法について、株式会社WHITEの吉田航也氏をお呼びし、zoomによるリモート出演してい
ただきました。実際に新しい切り口で事業を創り出した実践事例を基に、半ば先入観のような形ですり込まれた誤
解から新常識を明確にすることで新たな事業を開発するキッカケになり、自己の価値観や自社の取り組みを再構
築し、新たな物事を創り出していける一歩になったのではないでしょうか。そして、9月例会に向け委員会メンバー
と活発に協議する期間も少なかったですが、様々な意見をいただきながらメンバーひとり一人が自主的に行動して
いただいたおかげで素晴らしい例会を開催することができました。私も半ば不安だらけのスタートでしたが、この
度の例会を通してたくさんの英知・友愛を学ぶ機会となりました。改めて皆様に感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。



安達信彦
（株式会社平設計　設計課長）

介護施設をイメージさせない雰囲気
介護施設というのは、病院のような雰囲気
のイメージでしたが、貴社はとても明るいで
すね。
　そう感じていただけるのはとても嬉しい
です。施設を立ち上げたときから、病院っぽ
くない、施設っぽくない環境づくりを意識し
ていました。
　具体的には、病院・施設などで使用してい
る家具などを使用せず、利用者様がご自宅
で利用している普通の家具を使用して、でき
る限り快適に利用していただけることを心
がけていました。
　介護施設というと、バリアフリーをイメージされると思いますが、実際に私たち
が行っている「自立支援」というのは、社会の中、つまりバリアがたくさんある中で
の自立をサポートしていくものですので、必要なバリアを上手に残していくという
ことを考えて実践しています。
　また、利用者様だけでなく、そのご家族も支援していきたいと考えています。そ
のために、利用者様には自分でできることを自分でできるようになっていただき、
必要な分はサポートしていきながら、ご家族の負担を軽減し、安心して働いてもら
うという形で経済に貢献していると思っています。
　色の使い方にもこだわっています。高齢者や認知症の方には、スタッフの名前
を憶えることが難しい方もいらっしゃるので、そのような方の負担を軽減すべく、
開所当初はスタッフ全員がそれぞれ異なる色の服を着ていましたし、スタッフが

増えた現在でもなるべく色の違
いが出るようにしています。名刺
の背景色も赤や黄色にしていま
した。そうすると利用者様やご家
族の方にスタッフの名前がわか
らなくても「●●色の人」と認識
してもらえます。職員全員の名刺
を作っていますので、トレーディ
ングカードのように集めて楽し
んでいる利用者様もいます。
　何より私たちスタッフが、色が
あってにぎやかな職場を楽しん
でいます。

施設立ち上げへの思い
会社立ち上げの経緯について教えてください。
　もともと私たちが働いていた前職でも、とても充実していたのですが、施設が
大きく、すべての利用者様を自分でサポートすることができていませんでした。そ
のとき「自分たちでサポートできる方々を全力でサポートしたい、もっとできること
があるんじゃないか」という思いなどで意気投合して、準備を始め、この事業を６
年半前に立ち上げました。
　不安は確かにありましたが、夢や理想を語り合い、その夢が１つ１つ実現してい
くことが楽しくて仕方がありませんでした。

動物の社名やデザインについて
貴社の社名や、事業所の名称が動物になっていますが、なぜですか。
　ありきたりのものや奇抜なものはやめようと思い、なじみやすさを重視して動
物が入った社名にしました。事業所を動物シリーズで統一することにし、その中心
となる会社名を百獣の王であるライオンとしました。
　「ライオンハート」には、英語で「勇敢な心」という意味があるほか、「Life on　
Heart」というのは、造語なのですが、「心をもって心あるひとの生活を支援する」

という意味を込めています。
会社名＝経営理念となってい
ます。
　AIなどの発展により生活
は便利になっていますが、生
活を支える方々にも「心」が
あり、その生活を支えるのも
我々の「心」しかないと思って
いるので、AIなどでは代替で
きない「心」にしっかり向き
合っていくという理念です。
　また、社名、各事業所のロ
ゴはハートをモチーフにして
います。

入所待ち人気の秘訣
デイサービスが常に入所待ちの状態とのことですが、 人気の秘訣はなんでしょう
か。
　デイサービスの規模には、小規模、通常規模、大規模がありますが、弊社は１日
当たり１８名を上限とする小規模なものです。
　私たちは、介護の質が重要と考えており、小規模にすることで、利用者様一人ひ
とりにスポットを当て、充実した１日を過ごしていただきたいと思っています。
　そして、各サービスにはそれぞれ専門職を配置しています。スタッフの95％が国
家資格を持っています。その分人件費はかかりますが、スタッフの質が高ければ、
サービスの質も高くなりますので。定員が少なくても、常にフル稼働することで経
営は安定します。
　同時に、専門分野だけではなく、すべての分野でサポートできるようなジェネラ
リストにもなっていただくよう指導しています。

「当たり前」にこだわるポイント
独自でこだわっているポイントがあれば教えてください。
　ひとつは、送迎車に社名を入れていません。利用者様の中には介護事業を使い
たくて使っているわけではない方もおられると思いますので、社名が入っている
と、送迎時にご近所の方に知られてしまうリスクがあると考えたからです。
　ふたつ目は、利用者様を一人の男性、女性として尊重していることです。
　例えば、この業界では、入浴介助を同性のスタッフだけでなく異性のスタッフも
対応することが多いのですが、弊社では、男性には男性スタッフ、女性には女性ス
タッフに担当させています。そうすることで、ご自身が男性だ、女性だと再認識し
ていただくことにもつながりますし、自分が利用者、もしくは、その家族であっても
そのようにしてもらいたいと思うのが当たり前だと考えたからです。
　我々は我々が「当たり前」と思うことを「当たり前」に行っているだけですし、これ
からもそうしていくつもりです。

　39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い　39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い　39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い　39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い

第46期ハンサム連載 『会社の「当たり前」をやめた！』第46期ハンサム連載 『会社の「当たり前」をやめた！』

株式会社 ライオンハート
第二編集部　石井美佳（リーダー）、竹谷友成、石田倫章、小原武史

『会社の「当たり前」をやめた！』 Vol.2『会社の「当たり前」をやめた！』 Vol.2

 （インタビュー：石田）

　長年、当会が会員一丸となりボランティア参加をしております全日
本トライアスロン皆生大会ですが、第40回という記念すべき今大会
は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、来年度開催に延期
となりました。このような社会情勢下の中でも、来年へ良い形でバト
ンを渡すべく、多くの関係者の皆さまの尽力で開催形式を変更しての
代替大会が鉄人皆生大会として開催されました。
　私たちも有志を募り、マラソンコースのエイドステーション運営に
携わってきました。例年、大会当日に全てをかけるべく、力の限りの応
援や選手のサポートを行います。その想いは今大会も変わらず、参加
者全員で精一杯のサポートに尽力しました。
　この鉄人皆生大会は分散開催とするべく3週間の期間中、毎週末の土日開催となりました。毎回天候も異な
り、雷の鳴り響く中でのレースや大変な酷暑のレースと、毎回様々なドラマが起こりました。そして、例年と異
なる弓ヶ浜サイクリングコースを使用したマラソンコースは、遠くまで広がる日本海と大山をバックに新たな
ドラマの舞台にふさわしく感じました。
　来年、節目となる第40回大会へは、これまで以上に精一杯のサポートをすべく、気持ちを新たに向かい合っ
ていきたいと思います。

通所介護を行うデイサービス「エレファント」、訪問介護を行うヘルパーステーション「オルカ」、自宅での看護・リハビリを行う訪
問看護リハビリステーション「ラビット」の３つの事業を行っておられます。今回は、代表取締役社長 森本宙氏、副社長 影山大志
氏に介護業界で異色の活躍をされている秘訣を取材させていただきました。

インタビューを終えて
　株式会社ライオンハートは、常に利用者・ご家族の方の目線に立ち、利用者・
ご家族の方が真に何を求めているかを追求しており、それが人気の秘訣なの
だと感じました。
　また、「当たり前のことをやって
いることが当たり前ではないと
世間から考えられている」という
言葉から、もう１度自分の「当たり
前」を振り返って見る必要がある
のではないか、そしてそこに「当
たり前」を変えるきっかけがある
のではないかと感じました。

㊧副社長
影山大志氏

㊨代表取締役社長
森本宙氏

新型コロナウイルスの状況下でOB会長の任をお受けになられたお気持ちは。

　新型コロナの影響云々で引き受けたとかそういう訳じゃないが（笑）
　本来は、総会できちんと決議して頂き皆様の前でご挨拶すべきだし、また（書面決議でOB会長
就任に賛同して頂いた）皆様や、大先輩方に直接ご挨拶にお伺いすべきだと思ったが、それは控え
させてもらった。大変申し訳ないと思っているが、この状況下では仕方ない。
　お引き受けしたからには、現役会員の活動を助け、もしくは助けられ、繋がりを持って頑張って
いきたい。

OB会長として、現役会員に望む事は。

　具体的な事は無い。西部青年中央会は自分達の姿勢を示し、筋道を決めてくれれば何をやって
も良い会。元々会のアイデンティティさえその時々の自分達で決める会。青年中央会はそういった
自由な発想の元に創られた会。大胆かつ慎重に、正しいというより筋を通して活動して欲しい。

　今期のスローガン『協歩　～冷静と情熱～』はまさに自分の思っている通りの中央会だと思い、とても良いスローガンだなと感じた。

45期で、これまで会を支えてこられた先輩方が数多く卒会された。どうしても会の活動に変化が起こっていくと思われるが、OB会長
としてどのように見ていらっしゃるか。

　自分達も中央会の第二世代と呼ばれ、色々な事が変わっていく中に居たが、会の根本となる土台は変えて来なかった。土台が揺らぐような事
が無ければ、その土台の上にどんなデザインの建物を建てようが構わない。自分が望むのは、しっかりとした土台の上で、その時々でやりたい
事を思い切りやり尽くして欲しいという事だ。
　今まで活動の主であったメンバーが卒会したり、コロナ禍であったりしても、停滞してしまう事は良くない。先を見据えるのもいいが、今を全
力で走り抜けるというのが、青年として大事な事であり、特権だと思う。コロナ禍でも活動を停止する事なく、できる事を探しやり続けたのはま
さに中央会的な泥臭さを感じた。
　もちろん批判や失敗はあるだろうが、「よしやろう！」でとにかくやってみるのも良い事だと思う。自分は現役の会長時代に、『TRY＆
CHALLENGE』というスローガンを立てた。考えるのもいいが、一歩を踏み出す事が大事。何でも頑張ってやってみれば良い。
　お陰で自分が現役の頃は随分怒られたものだが（笑）それも今振り返れば良かったと思えるものだ。

現役会員へメッセージをお願いします。

　現役会員から見ると、OB会員というのは近付きづらい所もあるとは思うが（笑）
　その中で、信頼関係を築いていければと思っているので、かつては同じ釜の飯を食った仲として、共に進んで行きたい。

（インタビューを終えて）
　普段、会の活動の中で我々現役会員がOBの皆様を意識する事はなかなかありませんが、先輩方は我々の想像以上に現役会員の活動を注
視していらっしゃる事が、OB会長のお言葉から伝わって参りました。
　我々は過去45年に渡って築かれてきた歴史の上に居る事を認識し、その上で自分達の新たなる活動をおこなっていく事が大事であると実
感したOB会長のお言葉でした。
　最後に、急なお願いにも関わらず、インタビューを快諾して頂いた福田一哉OB会長に感謝申し上げます。

　この度、鳥取県西部中小企業青年中央会OB会において、福田一哉OBが新OB会長として
ご就任されました。通常であれば7月の総会・懇親会において我々現役会員へ直接お言葉を
頂く機会があるのですが、今期は残念ながら懇親会の開催が中止となり、その機会も先送り
となっております。
　そこで、福田OB会長にインタビューをさせて頂き、当会及び現役会員に向けたメッセージ
を頂戴しました。

福田一哉　新OB会長インタビュー福田一哉　新OB会長インタビュー



安達信彦
（株式会社平設計　設計課長）
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　具体的には、病院・施設などで使用してい
る家具などを使用せず、利用者様がご自宅
で利用している普通の家具を使用して、でき
る限り快適に利用していただけることを心
がけていました。
　介護施設というと、バリアフリーをイメージされると思いますが、実際に私たち
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なる弓ヶ浜サイクリングコースを使用したマラソンコースは、遠くまで広がる日本海と大山をバックに新たな
ドラマの舞台にふさわしく感じました。
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氏に介護業界で異色の活躍をされている秘訣を取材させていただきました。
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感したOB会長のお言葉でした。
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ご就任されました。通常であれば7月の総会・懇親会において我々現役会員へ直接お言葉を
頂く機会があるのですが、今期は残念ながら懇親会の開催が中止となり、その機会も先送り
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9 月 例 会 開 催 ～会社の「当たり前」を破壊し、
　　　　　　 新たな価値を創り出す～

　中央会野球部のキャプテンを務めさせていただいている永井です。
　我々中央会野球部は高塚監督の指揮のもと部員20名で中海テレビ杯優勝を目指し、厳し
い自主練習を積み重ねています。若く能力に優るチームにも勝てるよう、野球の技術だけでな
く、精神面、人間力を鍛えるため、中央会活動にも積極的に取り組んでいます。
　先日、野球部の新OB3名（竹ノ内OB、西田OB、松田OB）の送出し会を開催しました。あい
にく雨のため、湊山球場で予定していた試合は中止になりましたが、懇親会はOB会員15名に
も参加いただき盛大に開催されました。脈々と受け継がれる伝統の中央会野球部の絆を改め
て感じました。

　昨年の中海テレビ杯では準決勝まで勝ち進み、優勝チームをあと一歩のところまで追い詰めました。その成績を超
えられるよう山根壮会員、田本真大会員、豊嶋翔矢会員の3名の新入会員を迎えております。今年は全員野球で勝
ち進みたいと思いますので応援よろしくお願いします。
※新型コロナウイルスのため、今年の中海テレビ杯は中止となりましたが、来年に向けて精一杯活動してまいります。
野球部部員を紹介させていただきます。●監督／高塚康治　●主将／永井拓未　●副主将／山内正樹　●事務局／安藤睦男、徳中大慈　●部員／山口尚文、
野口浩一、福本隆史、今川圭一、渡邉公平、内田隆嗣、繁浪誠治、景山慎也、新井翔太、金山  勝、坂本  剛、高見秀幸●新入部員／田本真大、豊嶋翔矢、山根　壮

「この一球にかける」「この一球にかける」野球野球 野球野球野球野球野球

【独占インタビューＱ＆Ａ】
●出会いのきっかけは？交際スタートはいつですか？

きっかけ：７年前の高校の同窓会（らしい）　交際期間：７か月
●第一印象はどうでしたか？

竹谷さん：記憶にない(笑)　奥様：冷たくて神経質そう
●お相手の好きなところはどこですか？

竹谷さん：意見をはっきり言ってくれるところ　奥様：おおらかなところ
●相手に直して欲しいところは？

竹谷さん：な、ない・・・。　奥様：早く寝てほしい
●結婚しようと思ったきっかけは？

竹谷さん：逃げ恥をみて、結婚もいいか、と思ったので。ガッキー＆星野源さんありがとう☆
奥様：体調を崩した
●どんな家庭にしたい？

竹谷さん：何でも言いあえる家庭　奥様：会話が多い家庭
●10年後はどうなっていたい？

竹谷さん：今のように気楽に暮らしたい
奥様：月１ペースで宝塚（劇場）に行きたい　

竹谷会員が2020年6月20日にめでたくご入籍されました！
今回は本誌独占インタビューに成功！末永くお幸せに……♡
竹谷会員が2020年6月20日にめでたくご入籍されました！
今回は本誌独占インタビューに成功！末永くお幸せに……♡

竹谷会員Happy♡Wedd㏌g竹谷会員Happy♡Wedd㏌g

【竹谷会員より今後の抱負をいただきました】
　残り１年を切った中央会生活ですが、入会して以来、先輩・OBの
皆さんを始め、会員の皆さんに教わってきたことを、後輩や会歴の
浅い会員に少しでも伝えられたらと思います。また、会員数の少な
くなった今、今後の会員拡大に繋げるためにも、内向きになりがち
な会員の目線を外部に向け、中央会そのものの露出を増やすお手
伝いをするのを、会への最後のご奉公（「青年中央会って何？」って
いう感じの一般市民が世の大半である、という自覚の無い会員が
多いので）にするつもりです。それにしても、中央会生活も丸１４年
目を過ぎ、自分でも、まさか自分が現役中に結婚するとは思ってい
ませんでした（爆）が、夫婦ともども、今後も引き続きよろしくお願
いします。

　令和2年9月15
日、米子市観光セ
ンターにて令和2
年度9月例会が開
催された。冒頭の
高塚会長の挨拶
では、コロナ警報
の影響で縮小開
催となった例会へ

の思いの他、トライアスロンへのボランティ
ア参加への御礼の言葉を述べられた。また
初めての試みであるリモートでの講師講演
と例会参加を成功
させ中央会の新た
な一歩となるよう
にと述べられた。
　続いて新入会員
の石井道治会員へ
のバッジ授与が行
われ、自己紹介と今
後に向けた抱負が
語られた。
　そして地域の宝委員会の中西委員長によ
る委員長タイムがあり、不慮の事故がきっか

けで出会ったプラ
モデル製作につい
ての手順や、注意
点などの説明が
あった。例えば
「フェラーリを赤く
塗装する必要がな
い」といったように

製作の過程に答えは無く、自分自身の好き
なように製作できる事や、時間をかけて制作
した作品に対しては、愛着を感じられる事な
どの魅力があると伝えられた。

　例会のメインであるzoomを使用したリ
モート講演会では、初めにビジネスメディア
委員会柏木委員長より講演会テーマ「会社
の当たり前を破壊し、独自性の高い新規事
業を作り出す」を基にした趣旨説明と、日々、
新規事業創出に取り
組まれている㈱ホワ
イトの吉田航也氏の
紹介が行われた。
　続いて本編では講
師より新規事業創出
のコンサルティング
を日々取り組まれる

中で、組織の中での課題とその突破方法を
お伝えいただいた。
　前半では製品を製作し差別化をする時代
から、情報が価値の中心になるという時代
の変化、それに対応したビジネスの形態の
変化が伝えられた。まさにzoomなどイン
ターネットを介したコミュニケーションの利
用が各業界で進み、顧客に対しての価値観
の提供が既存の形から破壊され、新たな価
値観へ変化しているという内容。そして後半
では、新規事業開発を担っていくリーダーが
何を考えていかなければならないのか、「計
画を立てて確実に実行しようとする」「失敗
するのは優秀な人材がいないから」「新規事
業が成功す
るかどうか
決定権者が
的確に判断
しなければ
ならない」と
いう３つの誤
解をどのように解消して新規事業を創出し
ていくか、という内容であった。
　最後は恵比木副会長より講師への謝辞で
締めくくられた。顧客の目的を見極めた上で
提供手段の当たり前を疑い、新しい価値を
創造していく事。その為に中小企業らしい意
思決定の速さと柔軟性をもって新規事業に
挑戦していくことが必要だと述べられ、今後
新たな価値観が生まれる期待を感じる例会
となった。

　令和2年10月1日（木）米子市公会堂　集会室6・7にて10月
役員会が開催されました。議題は以下の通りです。
・9月例会報告の件
・鳥取県中小企業青年中央会の件
・10月例会開催の審議
・新入会員オリエンテーションの審議
・11月例会開催の協議
※なお、詳細については各委員長までご確認ください。

10月役員会報告

石井　道治
（ かばはうすホールディングス(株)　米子駅前店　副店長 ）

永井拓未（ 株式会社クラム　代表取締役 ）

　ちょっと待った！現役ナン
バーワンの「クッキングパパ」で
す。職業柄、日々お客様に料理
を作り提供しております。そん
な私がご紹介しますのは、鳥取
県民はイカが好きという事もあ
り「居酒屋風いかめし」です。一
般的な「いかめし」はもち米を用
いて煮付けて作りますが、私が

ご紹介する「いかめし」はもち米を使いませんし煮付けもしません
（笑）。先ず白いかのゲソ等を取り綺麗にします。次に当社で大人
気の商品！当社秘伝のタレを使用した玉子かけご飯にゲソを細切
れにしイカ墨も少々混ぜ合わせます。白いかに詰めて串を打ち塞
ぎます。炭火でじっくり焼き上げ、甘味タレを付けて更に焼き上げ
ます。切り分けてお皿に盛り付け完成です。想像するだけでヨダ
レがでます。
　私は料理が好きで家で作ります。家族に試食してもらい、お店
でオススメメニューになったりします。美味しい料理を食べると
皆が笑顔になります。料理って本当にいいものですよ！

編集後記
　ホテルでも、9月例会で行ったZoom講演会のような形が急
増しています。
　今までは“当たり前”だったことが「前は講師にわざわざ来て
もらっていたよね」なんていう当たり前じゃなくなる日もくる
んでしょうね。

（ビジネスメディア委員会　石井）

◆鳥取県西部中小企業青年中央会　会 長 高塚康治　◆編集責任者／担当 副会長 恵比木　健　◆制作・編集 第46期ビジネスメディア委員会／委員長 柏木克仁
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●会社の「当たり前」をやめた　●「この一球にかける！！」　●会長連載「勇気ある一歩～クールヘッド・ホットハート～」●会社の「当たり前」をやめた　●「この一球にかける！！」　●会長連載「勇気ある一歩～クールヘッド・ホットハート～」
●9月例会開催　●新OB会長インタビュー　●39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い●9月例会開催　●新OB会長インタビュー　●39.5th全日本トライアスロン鉄人皆生大会にかける思い

9 月 例 会 を 終 え て9 月 例 会 を 終 え て

現役ナンバー1現役ナンバー1

 （記事：狩野）

ちょっと待った!!

♥

会長連載会長連載

勇気ある一歩勇気ある一歩
～クールヘッド・ホットハート～～クールヘッド・ホットハート～

第46期 会長　高塚　康治
　会長連載2回目、今回は「緊張」というテーマでお送りいたしま
す。緊張することはいいことですか？悪いことですか？私は以前ス
ポ少の指導者をしていましたが、子どもたちに「緊張するな」とは
言いませんでした。だって大事な試合前、そりゃあ緊張しますよ
ね。逆に緊張してもいいんだよと伝えていました。程よい緊張感の
おかげでいい結果がついてきた、なんて経験をお持ちの方は多
いと思います。
　当会の会長を受けさせていただき、一番の緊張する場、総会
懇親会での会長挨拶がなくなり、気が付いてみるといまだに会員
の皆さんの前で会長挨拶をしていないことに気がつきました。10
月例会はできるといいなと思いながら、緊張している私の顔もどう
ぞお楽しみください。

広報委員会　柏木　克仁委員長（有限会社育成　専務取締役）

　第46期ビジネスメディア委員会が担当する例会が開催3日前に鳥取県コロナ警報の発令により、当会の事業開
催ガイドラインに沿って縮小開催となりました。縮小開催により当会初となる会員がzoomによるリモート参加す
る例会となりましたが、多くの会員の皆様に参加いただく例会になりました。本例会では、自社の当たり前を破壊し
新規事業を創り出す手法について、株式会社WHITEの吉田航也氏をお呼びし、zoomによるリモート出演してい
ただきました。実際に新しい切り口で事業を創り出した実践事例を基に、半ば先入観のような形ですり込まれた誤
解から新常識を明確にすることで新たな事業を開発するキッカケになり、自己の価値観や自社の取り組みを再構
築し、新たな物事を創り出していける一歩になったのではないでしょうか。そして、9月例会に向け委員会メンバー
と活発に協議する期間も少なかったですが、様々な意見をいただきながらメンバーひとり一人が自主的に行動して
いただいたおかげで素晴らしい例会を開催することができました。私も半ば不安だらけのスタートでしたが、この
度の例会を通してたくさんの英知・友愛を学ぶ機会となりました。改めて皆様に感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。


